
Ｈｕｍａｎ　と　Ａｎｉｍａｌ　でつくるくらしの和
ひゅーまん　＋　あにまる　＝　まんまる！



  まんまるプレスは

　目次

　 新潟市動物愛護推進員ってなに？

お子様向けコーナー

おしごとをする犬

連載　その３　かいじょけん

推進員だより

　　推進員が

　 カナール彩

に行ってきました

推進員が

　 わんにゃん塾

　 に参加しました

推進員の紹介

推進員てどんな人？

新潟市動物愛護推進員の広報誌です♪



推進員は人と動物が住みよい

　　　　 やさしい世の中をめざすボランティア　

　　　　　　　法律に基づき、新潟市が委託 をしています。 

　　　　地域の身近な相談員として、動物に関する知識や経験を

　　　生かして、動物の飼い方を助言したり、動物の愛護と適正飼養の

　　　普及啓発活動など積極的・自主的な活動を行うボランティアです。

　　　　推進員の多くは公募によって選出されています。

　　　その中には獣医師など動物飼育に関して高い意識と知識を持った

　　　人もいますが、何らかの形で動物愛護に係わっている人も

　　　何人かいます。

　　　一般市民の方では、大好きな動物のため・社会のために何かを

　　　したいと思って応募した方がほとんどです。

　「新潟市動物愛護推進員」は、動物の愛護及び管理に関する



　人と動物が住みよいやさしい社会を実現するには、

動物と地域社会に深いかかわりを持つ住民の方が積極的

・主体的に地域に根ざした動物愛護を進める必要があります。

動物愛護とは動物にやさしい社会のことです。

動物にやさしい社会は、実は人間にとっても住みよい

やさしい社会になります。

　動物を飼っている人も、飼っていない人も、好きな人も、

キライな人も、どんな人にもやさしい社会。

新潟市動物愛護推進員はそういった社会を目指しています。

～人と動物、住みよい新潟市をめざして～  

新潟市では来春，新たに協力していただける推進員を公募す

る予定です。詳細は下記までお気軽にお問合わせください

(^^♪                               

新潟市動物愛護センター 

℡ ０２５－２８８－００１７  

    Mail dobutsuaigo@city.niigata.lg.jp 
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新潟市動物愛護推進員　伊藤詠理
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新潟カナール彩の

『ペットもいっしょに防災のこと！』
に行ってきました。

よいお天気の中　開催！

新潟市動物愛護推進員　石川安津子

いろんなことやってい
ました。推進員も個人
的にお手伝いしまし
た。ペットの防災につ
いて、思いを新たにし
ました。



新潟市動物愛護協会主催の

わんにゃん塾『教えて　獣医さん！
　　　　　　ペットの病気の予防と対策』講座

に行ってきました。

まさにこれからの季節気になる講座でした。
知っていることは再認識出来ましたし、知らないことも
たくさんありました。実は熱中症って７月が多いんですって！

新潟市動物愛護推進員　伊藤詠理

怖い題材で考えたくないですが、実際４５％の犬猫が、　ガンと診断され
るそうです。一飼い主として、もしもの時どう判断すべきか不安でした
が、新潟にも心強い獣医さんたちがいらっしゃいました。



 東区の石川安津子です。 

主人と一緒に動物のお医者さ

んをしています。家族は１８歳

の愛犬なっちゃんや猫４匹。 

   動物はなくてはならない 

    素敵なパートナーです。 

西区の遠藤愛子です。 

ワンコ、にゃんこと会うと 

ついつい話しかけてしまいます。 

皆さんも私を見かけたら

どうぞ話しかけてください。 
 



新潟市内でトリミングサロンを 

しています。地域住民さんに 

動物飼養管理をアドバイス出来る 

     きっかけを日々見つけて 

     楽しんでます。 

      よろしくお願い致します。 

           西区伊丹佳鶴子 

初めまして 

西蒲区の上原安國です。 

気が付けば古希でした。 

動物は特に犬が好きです。 

   素敵なペットライフの 

   お手伝いが出来ればと 

     思います。 



中央区の伊藤詠理です。 

愛犬の”ごはんと春与”も、美味しい

ご飯も大好きです。当然飼い主も 

愛犬も肥満気味？です💦 

      愛犬の幸せの為に何が 

      出来るか勉強中です。 

江南区の宇野優子です。 

１歳の猫と５ヶ月の犬と暮らし 

ています。大型犬なので 

しつけが大変ですが、楽しみ 

    やっていければいいなと 

      思っています。 



これらの記事は、新潟市動物愛護センターの

ホールでも展示されています。

昨年から引き続き次世代を担う子どもたち

そんな子どもたち向けの内容もシリーズで

おおくりしています。

その他にも　推進員の活動の報告や

推進員紹介コーナーも始まりました。

皆様でお読みいただければ幸いです。

それでは　次回・秋号の発行をお楽しみに♪

『まんまるプレス　夏号』いかがでしたか？


